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 昆虫の変態の中でも「前蛹（ぜんよう）」という状

態は、観察できる機会が少ないと思う。アゲハの場合、

種類にもよるが、前蛹の状態でいるのは、半日～１日

程度である。子どもたちにとっても、あまり馴染みの

ない姿なので、興味を持つ子どもが多い。 

 
 この女児も、前蛹にかなり関心を持ったようで、休

み時間返上で、自主観察をしていた。 

 

 スケッチも観察文もなかなか優秀だと思った。カラ

スアゲハと書いてあるが、これはクロアゲハの誤りで

ある。幼虫を「一番大きい子です」と表現していると

ころに、幼虫に対する愛着を感じる。この子どもの期

待通りこの前蛹は、翌朝にサナギになっていた。 

 
 こんなアルミの窓枠で、よく蛹化したものだと、感

心してしまった。サナギの下には、最後に脱皮した皮

のかたまりが落ちていた。観察カードを書いた女児は、

このサナギを見て、 
「うわぁー、一晩で大変身したねー！カッコイイ！」 
と、とても喜んでいた。 

 
 クロアゲハは幼虫も立派だが、サナギも堂々として

いる。大きな角が２本あるところが素晴らしい。こん

な細い糸で大丈夫かと、心配になってしまう。この場

所では危険なので、完全に蛹化して茶色に変わったら、

「サナギホルダー」にしようと思っている。 


